
80ドル台前半で売買が交錯する
NY原油先物相場は、1バレル=80ドル台前半で底固く推移する展開になった。週を通じて新規売買材料

は乏しかったが、地政学環境が不安定化していることが、引き続き原油相場の下値をサポートしている。

イスラエルとハマスの休戦交渉は進まない一方、ロシアとウクライナの間では互いのエネルギー関連施

設を攻撃しあう動きがみられ、供給不安が高まっている。米原油在庫が3週間ぶりに増加に転じたこと

はネガティブだが、需給が適度に引き締まっているとの見方はポジティブ。80ドル台前半で明確な方向

性は打ち出せなかったが、底固さを維持した。

ウクライナな3月に入ってからロシア石油施設に対する攻撃を強化している。Bloombergは3月14～20

日の原油処理量が月初から日量40万バレル減少したと報じている。今後数週間は原油処理能力が落ち込

む見通しであり、ロシアに留まらず世界のガソリンやディーゼルの供給環境に混乱が生じるリスクが高

まっている。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（3月22日時点）は、原油が前週比317万バレル増、ガ

ソリンが130万バレル増、石油精製品が119万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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ロシア情勢次第で85ドル試す可能性も、地政学リスクで底固い

2

【展望】

80ドル台前半の値位置に対する過熱感が薄れ、底固い展開が

続く見通し。引き続き中東とロシア・ウクライナの地政学環

境が不安定であり、期近限月を中心としたリスクプレミアム

加算が支持される。需給見通しの改善もポジティブであり、

瞬間的に85ドル突破を試す可能性もあろう。

4月3日には石油輸出国機構（OPEC）プラスの合同閣僚監視

委員会（JMMC）の開催が予定されている。今会合では、特

に政策調整の勧告などは行われない見通し。OPECプラスは1

～3月期に続いて4～6月期も日量220万バレル規模の自主減

産を継続することを決定済であり、現時点では特段の政策調

整は求められていない。原油相場に大きな影響を及ぼすよう

なことはないだろう。

引き続き注目されるのは地政学環境である。特にロシアとウ

クライナが互いにインフラ攻撃を強化していることで、ウク

ライナ軍がドローンやミサイルでロシア石油関連施設に対す

る攻撃を繰り返すと、期近限月から買いが膨らむ可能性が高

まる。大手金融機関からも、原油価格の上振れリスクとして

の指摘が増えている。

イスラエルはガザ地区南部で激しい戦闘を続けている。国連

安全保障理事会は3月25日、ガザ地区での即時停戦と人質全

員の即時・無条件の解放を止める決議を採択した。しかし、

イスラエルは逆に態度を硬化させており、休戦合意が実現す

る見通しは立たない。このまま緊張状態が維持されると、80

ドル台前半の価格水準が支持されよう。仮に休戦合意への期

待感が強まると70ドル台中盤まで急反落する可能性を抱えて

いるが、現時点ではその可能性が高いとは言い難い。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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